
2022 年 12 月 22 日 

 

株式会社アイキャスト 第 33 回番組審議委員会 議事録 

 

 

 

■日 時： 2022 年 12 月 22 日（木）13:30～14:30 

■場 所： オンライン会議で実施 

■出席者： 番組審議委員 板東 浩二 様 （委員長） 

植田 実 様 

トム ペリー 様 

中尾 信一 様 

              

 

アイキャスト 永田 勝美 （代表取締役社長） 

宮里 系一郎 （取締役） 

荒木 孝広 （取締役経営企画部長） 

上島 史朗 （メディア戦略部長） 

高橋 佑平 （メディア戦略部 編成担当部長） 

伊澤 諒  （経営企画部 事業戦略担当課長） 

             兼子 賢太 （経営企画部 事業戦略担当主任） 

  



■議事内容 

１．番組審議 

（１）『布袋寅泰 HISTORY SPECIAL』、『Still Dreamin’公開記念特番 My Guitar Hero』 

   ※番組の特性を踏まえ、2 番組セットでの審議を実施 

 

① 夢を持ち追いかけることを大切にしている布袋氏の歌詞や曲がとても印象に残っ

ている。自分は青少年の応援活動を行っているが、（布袋氏のように）子どもたち

に夢を持たせることを第一に考えている。 

また、様々なアーティストに影響を与えている布袋氏はすごい人だと思った。 

 

  ② アーティストに関する知識が無くドキュメンタリーを視聴したが、すごいと思った。 

   一流のギタリストが番組内でギターのレッスンをすることはなかなか無いので、驚

いた。 

   89 分のドキュメンタリーは、初めて視聴する人にとっては少し長いので、短編のも

のと長編のものを提供できるとより見やすいと思う。 

   他のチャンネルでも布袋氏のライブやインタビューの番組があったので、権利処理

などは難しいかもしれないが、長期的なコンテンツの提供を考えて他チャンネルと

の連携を企画してもいいのではないか。 

 

③ 布袋氏は自分が中学の頃に聞いていたど真ん中の世代で印象深い。布袋氏が還暦を

迎えたことは驚きだが、還暦になっても前向きなのはすごい。 

 

④ アイキャストから当番組に関するコメントがあれば教えてほしい。 

 ⇒本番組は映画『Still Dreamin’』が基軸にあり、映画公開に合わせてファンの気持

ちを盛り上げていきたいという思いがあった。公開直前には『布袋寅泰 HISTORY 

SPECIAL』、『Still Dreamin’公開記念特番 My Guitar Hero』、さらには過去の布袋寅

泰ライブを集中編成するなど、ひかり TV チャンネルの番組編成を工夫し、ファンの

盛り上げに成功した。 

  また、布袋氏とのコラボレーションは 2017 年から始まり、そのときから布袋氏の

40 周年を見据えて取り組みを進めていた。今回の映画は、その取り組みが実を結ん

だ結果と言える。 

  



（２）『グッドモーニング、眠れる獅子』 

 

  ①グッドモーニングというタイトルで、朝仕事に向かうシーンから番組が始まったの

で、そういうストーリーかと思って視聴していたが、高岩氏の戦う準備のところで

目が覚めたということで、タイトルがここに繋がっていたんだなとわかった。また、

戦友の約束を守るというのがテーマの一つだったと思うが、それも含めて楽しく視

聴できた。 

最後まで渡邉氏が主演だと思って視聴していたが、エンドロールで高岩氏が最初に

表示されていたので、そういうことだったのかと思いながら見ていた。 

 

②カメラワークもそうだが、アクションシーンも品質の高いものを見ることができた。

最近はアクション俳優が少なくなってきたが、アクションは需要があるし、続編も

あるということなので、元気の出るコンテンツを作ってもらいたい。 

オリジナルの脚本とのことなので、こういった脚本作れる若手が出てきたのはいい

傾向だと思う。 

 

③結論としてはとても面白かった。 

最初の数分は視聴し続けるか疑問に思ってしまったが、ストーリーがどんどん面白

くなっていった。 

 色々なジャンルが混在しているが、脚本やディレクターが原作を上手く組み立てて

良いストーリーができているのは良い意味で珍しい。良い関係だと思うので、東映

グループ社と作り続けてほしい。 

 

④見始めは最後まで視聴できるか心配だったが、ストーリー展開がすごく、最後まで

視聴してしまった。主演の高岩氏や敵役の俳優をほとんど知らなかったが、アクシ

ョンがすごく、演技にリアルさがあって良かった。 

 

⑤アイキャストから東映グループ社のノウハウを生かしたプロモーション展開やマー

チャンダイジングの成功事例などを詳細に説明してほしい 

   ⇒東映グループ社が、出版社や新聞社のコネクションを強く持っており、製作発表

のタイミングで話題性高く展開することができ、公式 Youtube でも高視聴を達成。 

    また、東映グループ社の提案で放送開始前に有料の試写会イベントを実施。 

    リアルの興行イベントと番組と物販の連動は、今までやりたくてもできていなか

ったことだったので、チャンネルの力を借りてできたのは非常に良かった。 


